
対象国 ： ネパール
受入人数： 7名
受入期間： 2018年7月22日～2018年8月8日

今回は、首都カトマンズ及び地方自治体の行政官7名が来勝し、農業王国十勝・帯

広の経験や知識を学ぶことにより、ネパールにおける農村振興のアイデアを得ることを
目的とし18日間の研修を実施しました。

安全・安心で美味しい農産物を生産し、地元で加工することで付加価値をつけ、十勝
のブランド力を活かしながら販路を拡大してきた十勝の取り組みに、研修員は感銘を受
け、「十勝の農業者は勉強熱心で、農業者であることに誇りを持っている」 「ネパール
の農業者にも誇りを持ってもらえるように、農業を発展させていきたい」等とコメントして
いました。

世界最高峰のエベレストを有するネパールでは、多くの国民が農業に従事しています
が、国土の77%を占める丘陵・山岳地帯では流通生産基盤が十分に整備されておらず、
農村地域は多様な課題を抱えています。



なまら十勝野で視察した整然と管理されたキャベツ畑に、感銘を受けました。



帯広地方卸売市場で安定した流通の仕組みについて学びました。



輪作や施肥、病害虫管理について、農業者と意見を交換しました。



トマトジャム製造実習を通じて、野菜の保存性を高め、付加価値をつけて
販売するアイデアを得ました。


